
計画の目標

市民の生涯健康ライ
フスタイルづくり

スポーツ環境基盤の
整備・充実

■ 目 標 １

■ 目 標 ２

■ 目 標 3

●健康・体力づくりに必要なスポーツ指導・相談　●生活習慣病のスポーツプログラムの開発
●健康スポーツに対する意識の啓発　●市民の一人ひとりの体力・運動能力に対応した健康増
進プログラムの研究・開発

●高齢者の身体特性を考慮したニュースポーツの開発・普及　●保健・医療機関と連携したス
ポーツ指導・相談の充実  ●高齢者が気軽に楽しむことができるスポーツの開発・普及

●子育て支援における妊婦、乳幼児の運動プログラムの開発・普及

●児童･生徒へのスポーツプログラムの提供　●スポーツサークル・団体へのプログラムの提供

●スポーツプログラムの開発●スポーツへの参加促進事業の推進

●多様なメディアを活用したスポーツに対する意識の啓発

●学校体育施設の整備　●小・中学校の体育施設の活用促進　●高等学校、大学、企業等のス
ポーツ施設の開放促進　●学校体育施設自主管理運営委員会の機能拡充

●学校・公共体育施設への夜間照明の設置　●公共体育施設等のバリアフリー化　●市内公共
施設のスポーツによる利用促進　●遊歩道の市内ネットワーク化

●地域スポーツ情報のネットワーク化　●サークル・団体のホームページ開設の促進　●地域
スポーツ、イベント等のリアルタイムな情報の提供

●地域のスポーツ活動を支援するスポーツリーダーの育成　●ボランティアを指導・活用する
スポーツリーダーの育成
　　　　
●公認スポーツ指導者の養成  ●障害者のスポーツ活動指導者の養成　●企業や民間スポーツ
クラブとの連携

●学校間での合同練習の実施　●青少年の地域スポーツクラブによる社会体育活動の推進

●総合体育館の新設　●スポーツ施設の整備・充実（野球場、テニスコート、サッカー場等の
新設検討）
　

●スポーツ施設情報の一元化  ●スポーツ事業情報の一元化

a.健康・体力づくりに必要なスポーツの研究・
　開発の促進

b.高齢者の健康寿命の延長

c.その他の健康・スポーツ活動の促進

(1)健康・体力づくりに必要
    なスポーツの推進

a.スポーツ活動への参加促進

b.地域(団体)へのスポーツプログラムの提供
(2)スポーツ体験・学習機 会
    の提供

(3)スポーツ基盤の整備･充実
a.市のスポーツ拠点の整備･充実

b.学校体育施設・地域スポーツ施設の活用促進

c.地域スポーツ施設の機能充実

(4)スポーツ情報基盤の整備
a.地域スポーツ情報提供の整備・充実

b.地域スポーツ情報の活用促進

(5)総合型地域スポーツクラ
    ブ等の育成 

●総合型地域スポーツクラブの設立・育成支援  ●クラブマネージャーの育成　●総合型地域
スポーツクラブのNPO法人化　●学校（学校跡地）を地域スポーツクラブの拠点の施設整備

b.地域スポーツを振興する団体の育成・支援 ●地域スポーツ振興推進団体の創設  ●体育協会による地域スポーツ活動支援

●サークル・団体等のスポーツ活動活性化の促進　●サークル・団体のネットワーク化の推進c.市民のサークル・団体の育成・支援

●（仮称）スポーツボランティア推進協議会の設置・支援
●ボランティアバンク制度の整備・充実

b.スポーツリーダーの育成

c.スポーツ指導者の育成

a.学校でのスポーツ活動の支援

(6)スポーツボランティアの
    育成

●優れた指導者の育成・確保　●青少年を対象としたクラブチームの育成と一貫した指導体制
の整備　●大会への選手派遣の充実　●トップクラス選手の競技力強化支援　●科学的なトレ
ーニング方法の導入

(7)地域スポーツと学校の連
    携

a.競技スポーツ活動の普及促進

b.競技スポーツの技術・競技力の向上

●学校部活動への外部スポーツ指導者の導入体制の整備

地域スポーツ社会の
形成

■基本施策４

成人における週1回のスポーツ
実践率が50%（2人に1人）と
なることを目指す。
（現在の実践率41％）

児童･生徒の70％が学校の部活
動や地域のスポーツクラブに加
わり、スポーツを定期的かつ継
続的に行っていることを目指す。
   

総合型地域スポーツクラブを1
つ以上育成します。

●日野市スポーツ振興推進協議会（仮称）の設立

■ 基本施策１

■基本施策２

■基本施策３

a.総合型地域スポーツスポーツクラブ
  の育成・支援

日野市スポーツ振興計画の施策

(8)競技スポーツの振興

●行政関係機関スポーツ振興推進組織の整備推進体制の整備

！

a.スポーツボランティアの組織・しくみの整備

b.学校と地域スポーツ活動の連携

c.市民スポーツに対する意識の啓発

●用具等の環境整備 

●競技大会の開催・充実  ●学校部活動の支援　●競技大会におけるシルバー部門の創設  
●障害者の競技大会の創設　●国内外の競技大会の誘致・開催による「見るスポーツ」の充実
●競技団体の支援

計画の期間

■ 平成17年度（2005年）
　　　　　　より

( )現在の実践率 小学生56％
中学生66％

平成22年度（2010年）

市民の健康増進・競技力向上のため　いつでも・どこでも・だれでも・いつからでも ・いつまでも　スポーツのできる環境整備を目指して

●本計画は、国の「スポーツ振興基本計画」、東京都の「東京スポ
ーツビジョン」の主旨に基づき、市の「日野いいプラン2010」の
施策を取り入れ、市民が 「 いつでも・どこでも ・だれでも・いつ
からでも・いつまでも」スポーツを楽しむことができる社会の形成
とともに、市民がスポーツ振興に主体的に取り組むことのできる環
境づくりを基本理念とします。
●本計画の目的は、①健康増進と健康寿命の延長を図るスポーツの

るスポーツ環境の形成　④青少年のスポーツの活性化と健全育成
振興  ②スポーツによる市民生活の質的向上　③市民に受け入れら
れ
⑤活力あるコミュニティーの形成　⑥競技スポーツの振興です。

楽しむことができる環境整備を図り、スポーツによる様々な世代の
交流を通じた地域の教育力の再生及び活力ある地域社会の形成を目
指します。
●こうした市民の健康・体力づくりを中心にしたスポーツ活動や競
技スポーツの技術・競技力の向上等を図る地域スポーツ社会の形成
を実現するため、４つの基本施策を設定し具体的な施策展開を図り
ます。

●これからのスポーツ活動は健康を意識し、市民一人ひとりの自主
的・主体的な取り組みを尊重するとともに、市民・地域・行政が協
働して推進することが基本となります。また、「 いつでも ・どこ
でも・だれでも・いつからでも ・いつまでも」 気軽にスポーツを


